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これからの保育構造論構築に関する一考察  
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2．平成元年以降における保育構造論批判の分析と   











る。   
1）保育構造論という用語で意味される内容を分  













































論の場合に分けて，再検討することにする。   
2）批判の分析   


































































場合分けして考察されたものではないといえる。   
4）今後の保育構造論構築のあり方に関する研究  





























どうかを検討する必要があるといえるであろう。   
3）保育構造論の展開・衰退過程に関する歴史的  
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考えられる。考察を詳細にすることを試みる。   
取り上げられている構造については，二つあげる  

















































し，保育実践活動における 〈保育者の指導内容およ  
び方法〉 と 〈子どもの発達〉 とを広角的に捉えてい  
くことを含んでいる。その意味では，保育者の指導  
性の壊小化，保育者の指導と子どもの自主的活動と  





3．保育構造論の衰退に関係すると考えられる座談   
会記録の再分析と再積討   
保育構造論の展開・衰退過程に関する歴史的研究  


























































含まれていれば問題ないとい うことになる。   
保育構造論構築の課題については，四つあげるこ  











ではないかと思うのです。」とも述べる。 つまり，  
子どものそれぞれの活動をすべて同じように位置づ  
けるのではなくて，生涯とかの長期的視野から重視  























ながら， ・人ひとりの活動がそれぞれにどう位置づ  
－107 一   














































































































































































4．保育実践構造論と保育内容構造論の構築に関す   
る基本的考え方   
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